
男女共同参画の視点を取り入れた防災研修への参加について（依頼） 

「横浜市防災計画」においては、地域防災拠点運営への女性の参画等により、多様な意

見を反映するとともに、性別を問わず安全に、安心して設備・支援を利用できる工夫を行

うよう、定められています。これを踏まえ、市内すべての地域防災拠点を対象に、男女共

同参画の視点を取り入れた防災研修を開催いたしますので、ぜひご参加ください。 

１ 研修内容 

(１) 研修のねらい

ア 男女共同参画の視点を取り入れた地域防災拠点運営の必要性の理解を促進します。 

イ 横浜市内約450か所の地域防災拠点の運営委員長等を対象とした研修を通じて横

浜市全体に男女共同参画の視点の重要性の理解を広げていきます。 

（２）研修概要

ア 定員：各回150人（年３回、同内容で実施）

イ 参加費：無料

ウ 研修カリキュラム（質疑応答含め２時間程度）

講 義：避難所運営にいかす男女共同参画の視点とは（仮題）※ 

事例報告：女性の参画がいきた地域防災訓練のヒント（仮題） 

※災害関連死を防ぎ、すべての住民の安全と健康を守るために、避難生活での助け

合いをどのように進めて行くか、内閣府の避難所運営ガイドラインの策定委員でも

ある講師からお話を聞くことができます。 

【日程】 

日程 時間 会場 

令和６年10月9日（水） 10時 

～12時 

男女共同参画センター横浜（戸塚区） 

令和６年11月12日（火） 男女共同参画センター横浜北（青葉区） 

令和７年1月25日（土） 関内ホール小ホール（中区） 

２ 依頼事項 

（１）各拠点の運営委員長におかれましては、ぜひご参加をご検討ください。
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※原則として委員長が対象ですが、御都合がつかない場合などは、副委員長等、中心的

に運営に携わっている方がご出席ください。各拠点委員長に加えて１名、計２名まで

参加可能です。 

（２）別紙「男女共同参画の視点を取り入れた防災研修受講申込書受講申込書」を御確認 

いただき、ＦＡＸ又は二次元コードでお申し込みください。 

（３）申込期間は５月７日（火）から７月31日（水）までです。 

 

【参考】横浜市防災計画（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

担 当 政策経営局男女共同参画推進課 

 佐藤・赤間 

 電 話 045-671-2017 

 Eメール ss-danjo@city.yokohama.jp 

 

第２章 災害対策の基本 

  第１節 対策の基本 

 ○ 地域には、性別及び性自認、年齢、障害、健康状態、国籍等、様々な個性や背景を持つ人が 

居住している。また、災害時において、被災者の状況や必要とする支援は、一人ひとり異なる 

あらゆる主体は、災害対策において、犯罪や暴力、差別、不平等な取扱い等が生じることのな 

いよう人権尊重を基調として取り組むとともに、多様な視点・意見・ニーズの反映がなされる 

よう、地域活動や避難所運営への女性等の参画等の取組を進める 

 

第６章 災害に強い人づくり及び地域づくり 

第１節 自助及び共助の基本 

３ 多様な主体の参画促進及び相互協力 

○ 市民、地域及び事業者は、災害時における個々のニーズ（性別、配慮事項等）の違いに配慮 

した研修・訓練の実施、若年者の参加促進による地域防災の担い手育成、女性の防災リーダーの 

育成、地域防災拠点運営委員会への女性の参画促進等に努める 

 

第８章 避難 

 第４節 指定避難所（地域防災拠点） 

 ○ 避難所運営にあたっては、主に次の事項に留意する。その他、状況に応じて、必要な配慮を行 

う。 

ア 多様な意見の反映（運営側への女性の参画等） 

イ 避難者への暴力等を防ぐための防犯の強化（地域防災拠点における照明配置の工夫、女性も含

めた班編成による巡回の実施など） 

ウ プライバシーへの配慮（着替え、下着等の洗濯等）、物資配布時の配慮（女性用物資の女性に

よる配布、必要な人が必要な支給物品（衣服、下着、女性用物資）を受け取れる配慮等） 

エ 性別を問わず設備・支援を安全・安心に利用できる工夫（男女別設備・スペースに加えた多機

能トイレの活用・個室の更衣スペース等の設置、設置場所、経路及び照明の工夫 等） 

オ 妊産婦への配慮（休息・授乳スペースの確保、健康管理、栄養相談、保健指導、分娩・診察に

対応できるよう医療機関等の情報提供、必要な物資等の配布、妊娠早期の者への配慮等 

 



主催：横浜市 政策経営局男⼥共同参画推進課
企画実施：（公財）横浜市男⼥共同参画推進協会

会 場：
 男⼥共同参画センター横浜
 ⼾塚区上倉⽥町435-1
 JR・市営地下鉄⼾塚駅徒歩5分

カリキュラム
■講義
「避難所運営にいかす男⼥共同  
 参画の視点とは」（仮題）
 講師：浅野幸⼦
（早稲⽥⼤学地域社会と危機
   管理研究所）

■地域からの報告
「⼥性の参画がいきた地域防災
 〜運営や訓練の事例」（仮題）

■質疑応答

11⽉12⽇（⽕）
10：00〜12：00

男⼥共同参画の視点を取り⼊れた防災研修
 〜地域防災拠点の安⼼づくりに⼥性の⼒を

申込⽅法：
 「男⼥共同参画の視点を取り⼊れた防災研修」
 受講申込書に必要事項を記⼊の上、FAX送信または 
 ⼆次元コードにてお申し込みください。
 受講決定のご案内は、８⽉中に受講者宛に郵送します。

会 場：
 男⼥共同参画センター横浜北
 ⻘葉区あざみ野南1-17-3
 東急⽥園都市線・市営地下鉄
 あざみ野駅徒歩7分

会 場：
 関内ホール（⼩ホール）
 中区住吉町4-42-1
� � �JR・市営地下鉄関内駅
 徒歩6分
 
 

受付期間：5⽉7⽇（⽕）〜7⽉31⽇（⽔）

問合せ先：男⼥共同参画センター横浜
地域防災研修事務局

電話：045-862-5052

10⽉9⽇（⽔）
10：00〜12：00

参加費無料

2025年1⽉25⽇（⼟）
10：00〜12：00

 これまでの災害で、地域防災拠点運営に男⼥共同参画の視点が不⾜していることが
⼤きな課題となっており、直近の能登半島地震でも改めて課題が浮き彫りになりまし
た。そこで、市内全ての地域防災拠点を対象に、男⼥共同参画の視点の重要性や地域
での取組に活かせるヒントをお伝えする研修を開催します。ぜひご参加ください。

対  象：地域防災拠点の運営委員⻑等

※定員：各回150⼈

※各回の内容は同じですので、いずれかにご参加ください。



 
 
 
 
 

              
 
 
 
 

氏 名 ご住所 
連絡がつきやすい 

電話番号 

受講希望日程 

第一希望 第二希望 

フリガナ： 〒  □第１回 
□第２回 
□第３回 

□第１回 
□第２回 
□第３回 

フリガナ： 〒  □第１回 
□第２回 
□第３回 

□第１回 
□第２回 
□第３回 

・日程調整の都合上、受講可能日はできるだけ第二希望までご記載ください。 

・受講決定のご案内は、８月中にお知らせする予定です。 

・提供された個人情報は、今回の事業実施のみに利用し、その他の目的で利用することはありません。 

 

■実施日時と会場 

実施日時 第 1 回 

10 月 9 日（水）10：00～12：00 

第 2 回 

11 月 12 日（火）10：00～12：00 

第 3 回 

1 月 25 日（土）10：00～12：00 

会 場 男女共同参画センター横浜 

（戸塚区上倉田町 435-1） 

JR/市営地下鉄戸塚駅より 

徒歩 5 分 

男女共同参画センター横浜北 

（青葉区あざみ野南 1-17-3）東

急田園都市線/市営地下鉄 

あざみ野駅より徒歩 7 分 

関内ホール 

（中区住吉町 4-42-1） 

JR／市営地下鉄関内駅より

徒歩 6 分 

 

 

 

 

■令和６年度「男女共同参画の視点を取り入れた防災研修」に以下の通り申し込みます。 

※２名まで参加可能です。原則として委員長には御参加いただきたいと考えていますが、御都合が

つかない場合などは、副委員長等、中心的に運営に携わっている方がご出席ください。 

地域防災拠点名：     区 

運営委員長名：  

■研修全般に関するお問い合わせ 

事務局：男女共同参画センター横浜   

白藤・齋藤・鯨岡 

電話：８６２－５０５２ 

 

男女共同参画の視点を取り入れた防災研修 

 受講申込書 

 

申し込み先：5 月７日（火）より受付 

FAX で事務局（８６５-４６７１）に送信してください。 

又は右の二次元コードでも申し込み可能です。 

７月 31 日（水）までにお申込みください。 

■主催 

政策経営局男女共同参画推進課 佐藤・赤間 

電話：６７１－２０１７ 

Ｅメール：ss-danjo@city.yokohama.jp 

男女共同参画センター横浜 行（FAX：８６５－４６７１） 

電話番号：  

 

送信日：  月  日 
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